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西
十
和
田
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）
に
関
す
る
質
問
主
意
書

自
公
政
権
時
の
平
成
二
十
年
に
、
東
ア
ジ
ア
等
諸
地
域
と
の
交
流
を
深
め
つ
つ
、
我
が
国
の
国
土
構
造
が
自
立
的
に
発
展
し

転
換
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
国
土
形
成
計
画
」
を
策
定
し
た
。
し
か
し
、
国
際
的
観
光
地
で
あ
る
十
和
田
湖
と
津
軽
一
円

へ
の
観
光
ル
ー
ト
の
充
実
に
お
い
て
不
可
欠
な
西
十
和
田
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）
の
建
設
は
、
平
成
元
年
度
か
ら
新
規
要
望
し
、

平
成
七
年
度
に
は
、
青
森
県
単
独
で
地
質
調
査
・
環
境
調
査
等
を
実
施
し
て
き
た
が
、
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な
い
。
西
十
和

田
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）
は
、
国
道
一
〇
二
号
の
拡
幅
整
備
と
の
相
乗
効
果
が
あ
り
、
津
軽
と
南
部
の
動
脈
形
成
と
東
北
縦
貫
自

動
車
道
へ
の
連
結
が
容
易
に
な
る
な
ど
、
十
和
田
八
幡
平
圏
域
に
お
い
て
の
観
光
振
興
と
経
済
波
及
効
果
が
、
秋
田
県
北
地
域

も
含
ん
で
期
待
さ
れ
、
特
に
本
年
十
二
月
の
東
北
新
幹
線
全
線
開
業
予
定
に
よ
り
、
そ
の
重
要
性
が
今
後
益
々
高
ま
っ
て
く
る

も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

西
十
和
田
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）
建
設
予
定
部
分
を
含
む
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
間
は
、
現
在
豪
雪
に
よ
り
冬
期
間
の
閉
鎖

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
物
流
と
し
て
の
役
割
も
寸
断
さ
れ
て
い
る
現
状
に
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
今
後
ど
の
よ
う
に
応
え
て

い
く
の
か
、
政
府
の
見
解
如
何
。

一



二

こ
れ
ま
で
の
経
過
と
し
て
、
平
成
七
年
度
か
ら
、
青
森
県
単
独
で
地
質
調
査
・
環
境
調
査
等
実
施
し
て
き
て
い
る
が
、
国

は
こ
れ
に
つ
い
て
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
、
政
府
の
見
解
如
何
。

三

西
十
和
田
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）
の
建
設
及
び
国
道
一
〇
二
号
の
拡
幅
に
よ
っ
て
、
よ
り
一
層
津
軽
と
南
部
の
動
脈
が
形
成

さ
れ
、
ま
た
東
北
縦
貫
自
動
車
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
に
な
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

四

三
に
関
連
し
、
本
年
十
二
月
の
東
北
新
幹
線
全
線
開
業
予
定
に
よ
り
、
地
元
で
は
さ
ら
な
る
観
光
振
興
と
経
済
発
展
が
期

待
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
国
土
形
成
の
観
点
か
ら
、
西
十
和
田
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）
の
建
設
に
向
け
て
、
国
は
青
森
県
と

協
力
し
な
が
ら
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


